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親
鸞
聖
人
は
女
性
か
ら
の
申
し
出
を
断
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
女
性
か
ら
「
女
性
を
排
除
し
て
成

立
す
る
教
え
と
は
、
果
た
し
て
仏
教
と
い
え
る
の

か
」
と
問
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
出
来
事
が

重
な
っ
て
、
親
鸞
聖
人
は
比
叡
山
を
下
り
ら
れ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
法
然
聖
人
の
専

修
念
仏
の
教
え
に
出
遇
わ
れ
る
の
で
す
。 

 

専
修
念
仏
の
教
え
は
平
等
の
教
え
で
す
。
阿
弥

陀
如
来
の
救
い
は
選
ば
ず
、
分
け
隔
て
を
し
ま
せ

ん
。
性
別
、
社
会
身
分
の
違
い
を
選
び
ま
せ
ん
。

経
済
的
格
差
や
才
能
、
学
力
の
違
い
も
選
ば
ず
、

そ
の
願
い
は
全
て
に
等
し
く
至
り
届
い
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
教
え
に
出
遇
わ
れ
た
親
鸞

聖
人
は
、
当
時
の
支
配
者
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い

た
既
存
の
仏
教
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
人
と
の

繋
が
り
を
通
し
て
、
共
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
を

示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

現
代
社
会
に
お
い
て
も
、
経
済
的
格
差
、
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
、
戦
争
な
ど
、
社
会
の
不
条
理
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
親
鸞
聖
人
の
お
念
仏
の
教
え

や
そ
の
ご
生
涯
は
、
そ
の
不
条
理
に
に
向
き
合

い
、
そ
れ
を
温
存
助
長
し
て
い
る
自
分
を
問
い
糺

し
て
い
く
励
み
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
親
鸞
聖
人

と
そ
の
教
え
が
な
か
っ
た
ら
、
今
の
私
は
あ
り
得

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
教
え
に
出
遇
え
た
喜
び
を

心
に
込
め
て
、
「
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
立

教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
」
を
お
迎
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

題字・織田隆夫  

 

念
仏
の
こ
こ
ろ
に
生
き
る
生
活
を 
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二
〇
二
三
年
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生
八
五

〇
年
、
ま
た
、
そ
の
翌
年
に
は
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
と

記
念
す
べ
き
年
を
お
迎
え
す
る
に
あ
た
り
、
京
都
の
本

願
寺
で
は「
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
立
教
開
宗

八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
」
を
お
勤
め
し
ま
す
。 

 

親
鸞
聖
人
は
一
一
七
三
年
に
ご
誕
生
と
な
り
、
家

庭
の
事
情
に
よ
り
御
年
九
歳
で
出
家
得
度
さ
れ
、
二

十
年
間
比
叡
山
で
学
問
修
行
を
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
こ
で
は
自
他
の
救
い
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

ず
、
二
十
九
歳
で
山
を
下
り
ら
れ
、
法
然
聖
人
の
御
弟

子
と
な
ら
れ
て
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
念
仏
の
世
界
に

出
遇
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
承
元
の
法
難
（
一
二
〇
七

年
）
に
よ
っ
て
法
然
聖
人
の
お
こ
さ
れ
た
念
仏
宗
は
弾

圧
さ
れ
、
親
鸞
聖
人
は
越
後
の
国
へ
ご
流
罪
に
な
ら
れ

ま
す
。
赦
免
の
後
は
関
東
に
赴
か
れ
て
他
力
念
仏
の
み

教
え
を
人
々
に
伝
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、『
教
行
信

証
』
の
執
筆
に
と
り
か
か
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の『
教
行
信

証
』
は
浄
土
真
宗
の
根
本
の
聖
典
と
い
う
意
味
で
ご
本

典
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
ご
本
典
の
記
述

に
よ
っ
て
、
そ
の
成
立
を
一
二
二
四
年
（
親
鸞
聖
人
五

十
二
歳
）
と
み
て
、
こ
の
年
を
立
教
開
宗
の
年
と
定
め

て
い
ま
す
。 

 

親
鸞
聖
人
の
人
生
の
中
で
一
つ
の
契
機
と
な
っ
た
の

が
、
比
叡
山
を
下
り
ら
れ
て
、
法
然
聖
人
と
出
遇
わ
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
関
し
て
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
り
ま
す
。
親
鸞
聖
人
が
比
叡
山
で
修
行
し
て
い
る

時
、
山
の
麓
で
入
山
を
願
う
女
性
と
の
や
り
と
り
が
あ

り
ま
し
た
。
比
叡
山
は
当
時
、
女
人
禁
制
だ
っ
た
た
め
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①
最
近
ハ
マ
っ
て
い
る
こ
と
は
？ 

 

海
に
行
っ
た
り
、
山
を
歩
い
た
り

す
る
こ
と
で
す
。
今
ま
で
見
た
こ
と

の
な
い
景
色
が
見
え
ま
す
。 

自
然
の
中
で
遊
ば
せ
て
も
ら
っ

て
ま
す
。 

  

②
お
坊
さ
ん
に
な
っ
て
か
ら
の
失

敗
談 

読
経
に
慣
れ
て
き
た
頃
、
お
経
の

ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
後
ろ
で
お
参
り

さ
れ
て
い
る
方
が
お
経
に
つ
い
て
こ
れ

な
く
な
っ
た
事
で
す
。 

今
は
お
参
り
さ
れ
る
方
の
ペ
ー
ス

を
考
え
て
読
経
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。 

③
新
米
僧
侶
の
頃
の
自
分
に
一
言 

読
経
は
「
お
釈
迦
様
の
教
え
が
声

に
で
る
」
と
い
う
有
難
い
事
な
の
で

丁
寧
に
！ 

  

④
大
自
然
に
向
き
合
っ
た
と
き
の
大

事
な
心
得
は
？ 

 

山
か
ら
の
絶
景
・
波
の
音
・
風
の

音
、
自
然
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
癒
し

を
も
ら
え
ま
す
。 

反
面
、
台
風
・
津
波
・
地
震
と
容

赦
な
い
一
面
を
も
つ
の
も
自
然
で

す
。 お

互
い
を
尊
重
し
て
自
然
の
中
で

生
き
る
（
遊
ぶ
）
に
は
、
そ
う
い
っ

た
覚
悟
も
必
要
で
す
ね
。 

 

仏
教
は
覚
り
の
宗
教
だ
と
言

わ
れ
ま
す
。
覚
り
を
得
た
仏
陀
の

教
え
で
あ
り
、
誰
も
が
覚
り
を
得

て
仏
陀
に
成
り
う
る
と
い
う
教

え
で
あ
り
、
仏
陀
に
成
る
た
め
の

教
え
で
あ
る
、
成
仏
の
道
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

し
か
し
、
仏
陀
釈
尊
と
同
じ
く

覚
り
を
得
た
と
い
う
人
は
現
実

に
は
、
い
ま
せ
ん
。
仏
陀
釈
尊
は

何
を
覚
っ
た
の
か
、
覚
り
と
は
何

か
、
私
も
そ
の
こ
と
に
強
い
関
心

を
抱
き
ま
し
た
が
、
結
局
わ
か
ら

な
い
ま
ま
で
し
た
。 

 
で
、
結
局
は
、
わ
か
ら
な
い
で

も
よ
か
っ
た
の
だ
と
知
り
ま
し

た
。
一
生
覚
り
を
得
ら
れ
な
い
ま

ま
で
生
き
る
人
々
に
も
、
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
り
、
裏
切
ら
れ
る
こ
と

の
な
い
道
を
説
こ
う
と
し
て
、
語

り
残
さ
れ
た
の
が
仏
陀
釈
尊
の

教
え
で
あ
り
『
浄
土
三
部
経
』
の

教
え
で
あ
っ
た
と
気
が
つ
い
た

か
ら
で
す
。 

 

そ
れ
が
、
聞
く
宗
教
、
信
受
（
た

の
む
）
す
る
宗
教
、
信
順
（
ま
か

す
）
宗
教
と
し
て
の
浄
土
真
宗
で

し
た
。
迷
い
の
中
を
生
き
る
凡
夫

の
た
め
の
宗
教
だ
っ
た
の
で
す
。 
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そ
の
④ 

仏
法
は
菊
（
聞
く
）
の
門
よ
り
入
る 

ま
で
生
き
る
人
々
に
も
、
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
り
、
裏
切
ら
れ
る
こ
と

の
な
い
道
を
説
こ
う
と
し
て
、
語

り
残
さ
れ
た
の
が
仏
陀
釈
尊
の
教

え
で
あ
り
、『
浄
土
三
部
経
』
の
教

え
で
あ
っ
た
と
気
が
つ
い
た
か
ら

で
す
。 

 

そ
れ
が
、
聞
く
宗
教
、
信
受
（
た

の
む
）
す
る
宗
教
、
信
順
（
ま
か

す
）
宗
教
と
し
て
の
浄
土
真
宗
で

し
た
。
迷
い
の
中
を
生
き
る
凡
夫

の
た
め
の
宗
教
だ
っ
た
の
で
す
。 

住 職 イ ン タ ビ ュ ー 
 

間
中
続
き
ま
す
。
で
す
か
ら
広
済

寺
の
本
堂
は
夏
休
み
が
一
番
ピ
カ

ピ
カ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（笑
）。 

立
野 

永
念
寺 

 

福
澤
庸
二 

さ
ん 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

詳
細
は
各
寺
院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

赤
丸 

 
 

性
宗
寺 

十
月
十
一
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

射
水
市
市
井 

 
 
 
 

公
文
名 
眞 

師 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

四
日
市 

 

浄
明
寺 

十
月
十
四
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

十
月
十
五
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

法
話 

高
岡
市
内
島 

 
 

 
 

 
 
 

岡
西 

 

法
英 

師 
  

※ 

十
四
日
は
永
代
祠
堂
経
法
要 

辻 
 
 
 

西
福
寺 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
月
十
六
日 
 

朝 

十
時 

法
話 

高
岡
市
伏
木 

 
 
 
 

山
名 

一
徳 

師 

三
日
市 

 

光
源
寺 

十
月
二
十
二
日 

昼 

一
時
三
十
分 

十
月
二
十
三
日 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

高
岡
市
佐
加
野 

  
 
 

磯
原 

孝
雄 

師 

本
保 

 
 

本
正
寺 

十
月
二
十
六
日 
 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

高
岡
市
内
島 

 
 
 
 

岡
西 

法
英 

師 

中
保 

 
 

善
敎
寺 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
に
鑑
み
、 

例
年
の
報
恩
講
法
要
は
、 

中
止 

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 
 

   
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 
 
 

 
 

 

 

佐
加
野 

 

光
明
寺 

十
月
二
十
七
日   

昼 

一
時
三
十
分 

夜 

七
時 

十
月
二
十
八
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

法
話 

高
岡
市
内
島 

 
 
 
 

岡
西 

法
英 

師 

内
島 

 
 

教
願
寺 

十
月
三
十
日 

 
 

昼 

一
時
三
十
分 

十
月
三
十
一
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

法
話 
高
岡
市
佐
加
野 

 
 
 

磯
原 

孝
雄 

師 

 
 

  

 

石
堤 

 
 

長
光
寺 

十
一
月
一
日 

  

朝 

九
時
三
十
分 
昼 
一
時
三
十
分 

十
一
月
二
日 

  

朝 

九
時
三
十
分 

昼 
一
時
三
十
分 

法
話 

氷
見
市
布
施 

 
 
 
 

圓
山 

望 
師 
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笹
川 

 
 

廣
済
寺 

十
一
月
五
日 

  

朝 

九
時
三
十
分 

十
一
月
六
日 

  

朝 

九
時
三
十
分 

法
話 

高
岡
市
伏
木 

 
 
 

 

山
名 

一
徳 

師 

報 恩 講 ご 案 内 

麻
生
谷 

 

西
光
寺 

十
一
月
七
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

十
一
月
八
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

氷
見
市
脇 

 
 
 
 

  

寺
西 

良
夫 

師 

上
向
田 

 

浄
永
寺 

 

十
一
月
十
二
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

高
岡
市
内
島 

 
 
 
 

岡
西 

法
英 

師 

山
岸 

 
 

珉
照
寺 

十
一
月
十
六
日 

昼 

一
時
三
十
分 

十
一
月
十
七
日 

朝 

九
時
三
十
分 

法
話 

高
岡
市
伏
木 

 
 
 
 

山
名 

一
徳 

師 

立
野 

 
 

永
念
寺 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
に
鑑
み
、 

例
年
の
報
恩
講
法
要
は
、 

中
止 

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

舞
谷 

 
 

永
賢
寺 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
に
鑑
み
、 

例
年
の
報
恩
講
法
要
は
、 

中
止 

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

各
寺
院
の
日
程
順
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。 

石
堤 

 
 

法
善
寺 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
に
鑑
み
、 

例
年
の
報
恩
講
法
要
は
、 

中
止 

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 



 

六
月
二
十
六
日
（
日
）
午
後
二

時
よ
り
、
笹
川
の
広
済
寺
に
て

五
位
組
歴
史
講
座
が
開
か
れ
ま

し
た
。
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

っ
た
今
回
は
、
郷
土
歴
史
家
の

樽
谷
雅
好
先
生
を
お
迎
え
し
、

「
一
向
一
揆
と
勝
興
寺
の
歴

史
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

真
宗
王
国
と
よ
ば
れ
る
富
山

県
に
は
、
浄
土
真
宗
に
ま
つ
わ

る
歴
史
が
至
る
と
こ
ろ
に
伝
承

さ
れ
て
い
ま
す
。
親
鸞
聖
人
ゆ

か
り
の
腰
掛
の
松
（
富
山
市
）

や
、
瑞
泉
寺
を
建
立
し
た
綽
如

上
人
ゆ
か
り
の
綽
如
杉
（
砺
波

市
）
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
興

味
深
い
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
福
光
町
土
山
に

始
ま
る
勝
興
寺
の
歴
史
を
た
ど

れ
ば
、
当
時
の
越
中
の
歴
史
を

学
ぶ
こ
と
に
も
重
な
っ
て
、
浄

土
真
宗
と
富
山
県
の
深
い
関
わ

り
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

 

郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と

は
、
身
近
な
も
の
の
再
発
見
に

も
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。
今
回

の
歴
史
講
座
で
は
、
ち
ょ
う
ど

コ
ロ
ナ
感
染
が
落
ち
着
い
て
い

た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
大
変
多

く
の
方
が
参
加
く
だ
さ
い
ま
し

た
。 
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郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
、

身
近
な
も
の
の
再
発
見
に
も
つ

な
が
っ
て
き
ま
す
。
今
回
の
歴
史

講
座
で
は
、
ち
ょ
う
ど
コ
ロ
ナ
感

染
が
落
ち
着
い
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
大
変
多
く
の
方
が
ご

参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
県
外
旅

行
な
ど
の
楽
し
み
が
少
な
い
現

在
、「
身
近
な
県
内
だ
か
ら
こ
そ
、

今
回
学
ん
だ
浄
土
真
宗
ゆ
か
り

の
地
へ
行
っ
て
み
ま
す
」
と
い
う

嬉
し
い
声
も
た
く
さ
ん
聞
か
れ

ま
し
た
。
真
宗
の
歴
史
を
学
び
つ

つ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
楽
し
み
方
も

持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
て

も
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に
高
岡
の

新
し
い
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
も
い
う
べ
き

点
に
位
置
し
て
い
ま
す
（笑
）。 

広
済
寺
の
始
ま
り
は
室
町
時
代
。 

一
四
五
二
年
に
こ
の
笹
川
の
地
を
開

墾
し
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
一
五

八
二
年
に
火
災
に
て
本
堂
焼
失
。
現

在
の
本
堂
は
一
五
九
二
年
に
再
建
さ

れ
、
そ
の
後
幾
度
か
の
修
復
を
経
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

も
う
間
も
な
く
迎
え
る
夏
休
み
に

は
、
地
元
笹
川
の
小
学
生
た
ち
が
朝

早
く
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
に
お
寺

に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
光
景
は
戦

前
か
ら
続
い
て
い
る
そ
う
で
、
朝
六
時

前
に
な
る
と
子
供
た
ち
が
本
堂
に
や
っ

て
き
て
宿
題
な
ど
の
お
勉
強
、
そ
し
て

ラ
ジ
オ
体
操
が
終
わ
れ
ば
、
今
度
は
皆

で
仏
さ
ま
に
朝
の
お
勤
め
。
そ
の
後
さ

ら
に
本
堂
の
お
掃
除
。 

間
中
続
き
ま
す
。
で
す
か
ら
広
済

寺
の
本
堂
は
夏
休
み
が
一
番
ピ
カ

ピ
カ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（笑
）。 
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                 五位組行事予定  
 

 

 

 

編 

集 

後 

記 

 

蓮
門
会 

 

テ
ー
マ 

「
蓮
如
上
人
の
こ
と
ば
」 

 

二
〇
二
三
年
（
令
和
五
年
） 

二
月
五
日(

日) 

十
五
時
～ 

 

教
願
寺 

 ※
一
回
あ
た
り
千
円
で
の
受
講

も
で
き
ま
す
。 

平
等
講 
 

追
悼
会
・
助
成
会 

十
一
月
二
十
五
日(

金) 

 
 

十
四
時
～ 

 

教
願
寺 

二
十
五
日
講 

 

報
恩
講 

十
月
二
十
五
日(

火) 

 
 

十
三
時
半
～ 

西
光
寺 

 

コ
ロ
ナ
感
染
発
生
前
は
、
何
の

気
兼
ね
も
な
く
み
ん
な
と
会

い
、
み
ん
な
と
語
る
「
つ
な
が

り
」
や
「
ふ
れ
あ
い
」
が
い
か
に

あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
か

と
感
じ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染

発
生
後
は
、
人
と
会
え
な
い
こ

と
の
寂
し
さ
や
孤
独
を
感
じ

る
日
々
で
す
。 

最
近
は
感
染
前
の
生
活
に

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
戻

り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
報
恩
講
も
感
染
予
防
対

策
を
し
な
が
ら
行
わ
れ
ま
す
。

改
め
て「
つ
な
が
り
」「
ふ
れ
あ

い
」
の
ご
縁
に
感
謝
し
、
信
心

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
て
い
た
だ

く
大
切
な
場
に
し
た
い
で
す
。 

合
掌 


